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はじめに 
 
 アシタバは，八丈島では江戸時代頃より野菜あるい

は薬，飢饉時の救荒作物として利用されてきたとされ

ている（浅沼，1959；近藤，1976）。近年では，関東

地方を中心に健康野菜として食されるほかアシタバ特

有の機能性成分「カルコン類」が注目され機能性食品

の素材としての需要が増加している。2005年の市場流

通量は1,500トンで，野菜としての需要量の約10倍量

の規模となっている（株式会社富士経済，2006；東京

都中央卸売市場統計，2007）。新聞紙上では，アシタ

バが含有する特有の機能性成分「カルコン類」の有効

性が紹介され，血栓予防，血圧上昇抑制作用，高血糖，

高血圧の改善効果など生活習慣病との関連記事がみら

れる。また，インターネット検索では，2006年11月現

在においてアシタバ＋カルコン，アシタバ＋生活習慣

病，アシタバ＋抗ガン作用のキーワード検索では多数

検索されアシタバの機能性について関心の高いことが

うかがえる。そこで，アシタバカルコン類及びアシタ

バ抽出物等に関する研究成果および特許出願し公開公

報された情報を概略し，特定保健用食品を初めとする

機能性食品の商品開発を目的とする食品業界を対象に，

今後の研究開発の検討資料として提供する。 
 

研究動向 
 
１．カルコン類の生理機能に関する研究動向 
 カルコン類は，アシタバ以外にホップやカンゾウ（甘

草）などにも含まれており，これまでに327種類が化

学構造決定されている（Harborne and Baxter, 1999）。
現在，アシタバに特徴的に含まれるカルコン類として

10種類のものが構造決定され，その主成分は図１に示 
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すキサントアンゲロール（Xanthoangelol）および４

－ヒドロキシデリシン（4-Hydroxyderricin）である。

アシタバのカルコン類はアシタバの切口から滲出する

黄色の色素で（写真１），他の植物に含まれているカル

コン類に比べて構造的に酸およびアルカリに対して安

定で，これまでに，これら成分に関する研究論文は25
報が報告されている。アシタバに含まれるカルコン類

の構造決定に関する研究論文が４報（Kozawa et al., 
1977；小澤ら，1978；Baba et al., 1990；Nakata et 
al., 1999），アシタバに含まれるカルコン類の生理機能

に関する論文が16報（Murakami et al., 1990；
Inamori et al.,  1991；Okuyama et al., 1991；Fujita 
et al., 1992；Matsuura et al., 2001；Nakata and Baba, 
2001；Akihisa et al., 2003，2006；Kimura and Baba, 
2003；Ogawa et al., 2003,2005；Kimura et al., 
2004；加藤ら，2005；Kimura, 2005； Sugii et al., 
2005；Tabata et al., 2005），アシタバの茎葉あるいは

根 部 抽 出 液 の 生 理 機 能 に 関 す る 論 文 が ２ 報

（Hashimoto et al., 2002；Ikeguchi et al., 2004），ア

シタバに含まれるカルコン類の生理機能に関する総説

が３報（馬場ら，1998；馬場，2002；馬場・谷口，

2005）である。生理機能に関する論文の中では抗ガン 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
図１ カルコン類の主要２成分の化学構造 
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作用に関する研究が最も多く，次に生活習慣病改善効

果に関する論文である。これら研究論文のうち主な成

果についてその概要を紹介する。 

1）抗ガン作用に関する研究 

 ルイス肺ガン組織を移植された実験用ラットの腫瘍

組織の転移抑制効果について，キサントアンゲロール

のラットへの経口投与に腫瘍増殖および肺への転移抑

制効果があることが報告されている（Kimura and 
Baba, 2003）。また，同様の効果が４－ヒドロキシデ

リシンのラットへの経口投与にも認められている

（Kimura et al., 2004）。 
 また，キサントアンゲロールがカスパーゼ－３（ア

ポトーシスの誘導に関与するタンパク質の一種）を活

性化させ人間の神経芽細胞腫（IMR-32）と白血病

（Jurkat）細胞でアポトーシスによる細胞死を誘発し

治療効果をあげる可能性が報告されている（Tabata et 
al., 2005）。 
2）血圧上昇抑制および脂質代謝改善に関する研究 
 脳卒中易発症性高血圧自然発症ラット（自然に高血

圧になり脳卒中を起こしやすい実験系統ラット）に，

４－ヒドロキシデリシンを実験食として７週間与える

ことにより，血圧上昇抑制および血清中のVLDL（very 
low density lipoprotein：血液中の超低比重リポ蛋白）

および遊離脂肪酸が低下する改善効果が認められてい

る（Ogawa et al., 2005）。 
3）抗潰瘍作用に関する研究 

 ストレス条件下に置かれたラットに，キサントアン

ゲロールを投与した結果，潰瘍発症率に抑制効果が認

められたことが報告されている（Murakami et al., 
1991）。 
4）糖尿病治療効果に関する研究 

 既に糖尿病が発症した自然発症型Ⅱ型糖尿病マウス

（自然に高血糖，多飲水および肥満などを起こす実験

系統マウス）に対して，キサントアンゲロールと４－

ヒドロキシデリシンを投与することにより，重篤な糖

尿病状態になっているマウスの血糖値を低下させ，多

飲水，肥満を抑制する治療効果が認められている（加

藤ら，2005）。 
 以上，アシタバのカルコン類に関する生理機能研究

は，ガンの転移抑制効果や糖尿病治療効果など生活習

慣病の予防・治療の可能性について検討が進められて

きている。 

２．アシタバの生理機能利用に関する特許出願内容 
 特許庁の特許データベースには，アシタバ由来のカ

ルコン類，アシタバの抽出物あるいはアシタバの粉砕

物を利用した製品やそれらの製造法に関する特許出願

が公開公報の形で登録されている。日本および国際的

に特許公開された件数は100件近く存在するが，アシ

タバ由来のカルコン類あるいは茎葉，抽出物，粉末の

有効性について科学的実証がなされているものは少な

い。それらのうち最も多い特許出願は予防・治療剤と

して供給する食品あるいは薬剤関連である（出願人，

出願年月日の書式で記す；大正製薬，1988.12.19，
1990.5.24，1992.7.24；タカラバイオ株式会社，

2001.4.10，2003.7.12，2003.9.29ａ，2003.9.29ｂ，

2003.11.10，2005.2.4，2005.6.1；株式会社イイジマ

コーポレーション，2001.11.16ａ，2001.11.16ｂ；株

式会社日本生物科学，2002.9.20；学校法人日本大学，

2004.11.9 ；日本化薬フードテクノ株式会社，

2005.4.21；オルビス株式会社，2005.3.3；アークレイ

株式会社，2005.12.2）。主な内容は，抗潰瘍・抗肝炎

作用関連，高脂血症・動脈硬化予防とその治療関連，

抗ガン作用関連，糖尿病予防とその治療関連，神経成

長因子産生増強作用関連，認知症予防に関するもので

ある。そのほか，化粧料，石けんや入浴剤の抗菌効果

を持つトイレタリー関連がある（日本曹達株式会社，

1992.6.15，1993.9.22；ニプロ株式会社・株式会社ダ

イケン，1996.12.26；余田英二，2003.1.7；株式会社

日本生物科学，2003.5.26，2004.2.20，2004.7.14）。
これらの中から数点を列挙する。 
1）アポトーシス誘導剤：細胞のガン化に抑制効果を示

すアポトーシス誘導作用のあるアシタバ由来のカル

コン類を有効成分とする化合物（株式会社日本生物

科学，2002.9.20）。 
2）発癌予防剤：ガンの発生を予防するキサントアンゲ

ロールを含むアシタバ由来の抽出物からなる化合物

（学校法人日本大学，2004.11.9）。 
3）（H＋＋K＋）－アデノシントリホスファターゼ阻害

剤：（H＋＋K＋）－アデノシントリホスファターゼ活

性を阻害することによって胃酸分泌を抑制するキサ

ントアンゲロールおよび４－ヒドロキシデリシンか

らなる化合物（大正製薬，1988.12.19）。 
4）カルコン化合物：（H＋＋K＋）－アデノシントリホス

ファターゼ阻害作用および抗潰瘍活性を有するアシ
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タバ由来のカルコン化合物からなる医薬品（大正製

薬，1990.5.24）。 
5）「アシタバ，キトサンまたはその誘導体を含有する

組成物」：血中コレステロールを改善するアシタバの

茎葉若しくはその加工物とキトサンまたはその誘導

体からなる組成物（日本化薬フードテクノ株式会社，

2005.4.21）。 
6）化粧料：抗菌性，紫外線吸収に優れ，肌荒れやつや

消しを防ぎ，生気のある美しい肌を保つキサントア

ンゲロールあるいは４－ヒドロキシデリシンの一

方または両方を含有する化合物（余田英二，

2003.1.7）。 
 

おわりに 
 
 アシタバ特有のカルコン類の生理機能研究の成果と

その機能およびアシタバ抽出物等を有効成分として利

用した特許出願内容を紹介した。現在のところ生理機

能に関する研究の成果は数少ない。農林水産省では，

農林水産研究基本計画の中で食品の高機能化研究を進

め，平成22年度にはヒト介入試験結果を基にした機能

性食品の開発と利用を期別達成目標とし，農産物の機

能性食品化に力を入れている（農林水産省研究基本計

画，2006）。これは,高齢化社会を見据えた農林水産省

の研究目標であり，生活習慣病の恐れのある人々を対

象にした効果の高い機能性食品等に対する国民の期待

に応えようとするものであろう。公開された特許出願

の内容については，その権利請求範囲は飼料にまで及

ぶものもあり，幅広いアシタバの利用が考えられてい

る。今後，このような背景の下にアシタバ特有のカル

コン類のヒトに対する作用機作に関する研究がさらに

進みアシタバあるいはカルコン類単独の機能性食品の

開発が進むものと思われる。 
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写真１ アシタバの切口から滲出する黄色い色素 
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